
食農教育用教材を寄贈いただきました
　4 月 5 日、ＪＡ東びわこから食農教育用教材「農業
とわたしたちのくらし」をいただきました。
　ＪＡでは、次世代を担う児童への食農教育・環境教育・
金融経済教育の活動を通じて、農業への理解を深めると
ともに、学校関係者との関係構築を図ることを目的に平
成 20 年から教材の寄贈に取り組まれています。
　この教材は、小学 5 年生の授業での活用を見込まれ
ており、児童が話し合いながら自己の考えや理解を深
めることができるよう工夫されて
います。
　いただいた教材は今後の学校で
の学習で活用させていただきます。

掛け軸を貸与いただきました（愛知川東小学校）
　4 月 13 日、廣嶋 均治さん（東円堂）から、東円堂
出身の廣嶋 愛川（あいせん）さんの掛け軸を愛知川東
小学校へ貸与いただきました。
　この掛け軸は、均治さんの父である愛川さんの作品
で、正岡子規の俳句（湖あをし 雲の
山々 鳥帰る）が書かれています。
　また、均治さんは愛知川東小学校
の校歌の作曲をされています。
　市田校長は「地域の芸術家の方の作品に触れる機会
をいただき、学校として感謝しています。学校の正面
玄関へ飾らせていただきます」と述べられました。

丸中醤油ゴールド 日本航空ＪＡＬに採用
　4 月 18 日、丸中醤油株式会社より、丸中醤油ゴール
ドが日本航空 JAL のファーストクラスおよびビジネスク
ラスで使われることについて、町長へ報告されました。
　丸中醤油株式会社は、創業以来守り続けている蔵で、
三年熟成を基本として、蔵人の五感と江戸時代から蔵
に棲みつく醸造菌を育みながら、古式製法による自然
の営みに任せた醤油づくりを続けられています。
　愛荘町で大事につくり続け
られている丸中醤油が、日本
はもちろん世界中の方にこれ
からも愛好され続けることを
期待しています。

愛知中学校卒業生から図書カードをいただきました
　4 月 5 日、愛知中学校の 1959 年度の卒業生約 40
名の方から図書カード 198,000 円をいただきました。
　この寄贈は、卒業生の皆さんが愛知中学校の同窓会
の開催に合わせて、何か母校の役に立ちたいと申し出い
ただいたものです。
　また、贈呈式終了後、卒業生の皆さんは、愛知中学
校の新校舎の見学や、愛知川図書館で開催された「昭和
のおもいで～秦荘有線シングルレコードコレクション」を
見学され、青春時代の思い出話に花を咲かせていました。
　いただいた図書カードは、中学校の図書の購入費に
活用させていただきます。

秦荘西小学校 交通安全教室
　4 月 12 日、秦荘西小学校で、新入生児童の交通安
全教室が行われました。
　交通安全教室では、秦荘西駐在所の伊藤さんと交通
アドバイザー小杉さんのお話を聞き、その後島川神社
の横断歩道を 2 人ずつ渡る練習をしました。
　児童たちは、大きく手を上げて横断歩道を渡り、止
まってくれた車にお辞儀をしていました。
　また、児童たちは、伊藤さんと小杉さんから「よく
できました」と褒めていただき嬉しそうな様子でした。
　この日学んだことを活かしながら、安全に登校しま
しょう。

昭和のくらしをふりかえる企画展
　3 月 26 日から 4 月 16 日まで、愛知川図書館で、企
画展「昭和のおもいで～秦荘有線放送シングルレコード
コレクション」が開催されました。
　この企画展では、昨年閉局した秦荘有線放送のシング
ルレコードコレクションの中から歌謡曲を中心に 565 枚
のレコードジャケットが展示され、随時リクエストに応じ
た視聴イベントも行われました。
　また、昭和 40 年代の部屋が再現された

「昭和ハウス」も設置され、来場された方々
は、懐かしい様子に目を細めて喜ばれて
いました。

季節を感じる お花見ウォーク
　4 月 8 日、宇曽川ダムで「お花見ウォーク」が開催さ
れました。
　この企画は、「ＪＢはたしょう」が主催したもので、子
どもからお年寄りまで 28 名の参加がありました。
　朝から宇曽川渓谷の観世菩薩の滝まで往復 6Km
ウォーキングをし、途中やまび
こ湧水でカフェタイムを行い、
終了後はダム公園でお弁当を食
べました。
　参加者の方は「身体を動かし
て楽しかったです。また参加し
たいです」と話されました。

▼ＪＡ東びわこ 宮尾理事長（写真左）

▼掛け軸（写真中央）と廣嶋  均治さん（写真右）▼昭和 40 年代の部屋が再現された「昭和ハウス」

▼景色を楽しみながら歩く参加者たち ▼丸中醤油株式会社の岡部氏（写真左）、中居氏（写真右）

▼新校舎の前で笑顔を見せる卒業生の皆さん ▼元気に手を上げて横断歩道を渡る児童

地域おこし協力隊の活動ビジョン発表会
　愛荘町地域おこし協力隊による「地域おこし協力隊
の活動ビジョン発表会」が、ゆめまちテラスえちで4月
21日から22日まで開催され、2日間でのべ 100 人
の方が町内外から参加されました。
　このイベントでは、「YOUは何しに愛荘へ？ぜんぶ見
せます！YOUの魅力」と題して、参加者の皆さんが地
域おこし協力隊と直接対話をすることができ、各ブース
では、いきいきとした交流が行われました。
　また、トークセッションでは、地域おこし協力隊の綿谷
さん司会のもと、愛荘町を選んだきっかけや今後の展望
などをユーモアを交えてお話いただき、会場は大いに盛
り上がりました。

▼ブースで対話する地域おこし協力隊と参加者
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